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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 8,720 △19.9 △711 ― △646 ― △334 ―
26年3月期第1四半期 10,891 21.1 302 ― 359 ― 127 ―

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 △239百万円 （―％） 26年3月期第1四半期 407百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 △11.51 ―
26年3月期第1四半期 4.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 52,507 38,478 58.2
26年3月期 62,238 38,967 49.9
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 30,554百万円 26年3月期 31,026百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 20.00 20.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） ― ― 15.00 15.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 25,000 △5.7 1,250 △39.0 1,300 △38.7 650 △36.4 22.35
通期 70,000 0.6 6,900 △10.5 7,000 △10.9 3,200 △5.8 110.03

X001302
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、添付資料３ページ「(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）２ページ「(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 31,685,955 株 26年3月期 31,685,955 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 2,604,945 株 26年3月期 2,603,499 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 29,082,147 株 26年3月期1Q 29,092,617 株



○目  次 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

(1)  経営成績に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

(2)  財政状態に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明・・・・・・・ 2 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・ 3 

(1)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用・・・・・ 3 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示・・・・ 3 

３．四半期連結財務諸表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(1)  四半期連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(2)  四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・ 6 

(3)  四半期連結財務諸表に関する注記事項・・・・・・・・・・・ 8 

  （継続企業の前提に関する注記）・・・・・・・・・・・・・・ 8 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）・・・・・ 8 

 

ニチレキ(株)（5011）　平成27年３月期　第１四半期決算短信 

1



１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動

から一時的に減速したものの、政府の経済政策や日銀の金融政策などを背景とした円安・株高効果

により、消費者物価の緩やかな上昇や企業収益の改善に伴う設備投資の増加が見られる等、景気の

回復基調が続きました。 

当社グループを取り巻く環境につきましては、公共事業関係費について一般会計予算で前年度当

初予算比増の下支えを受け、公共投資は堅調に推移したものの、円安による原油価格の高止まりや

原材料価格の上昇、受注競争の激化など、引き続き厳しい状況となりました。 

当社グループは、このような環境の下、中期経営計画『Ｇｒｏｗ ｕｐ ２０１５』の二年目とし

て、「顧客の拡大」を最重点課題とする成長戦略に基づき、各施策の取り組みを行ってまいりまし

た。 

政府は、消費税増税後の景気の落ち込みを防ぐため、公共事業の予算執行に前倒しで取り組む方

針を示しておりましたが、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は8,720百万

円（前年同四半期比19.9％減）となりました。また、営業損失は711百万円（前年同四半期は302百

万円の営業利益）、経常損失は646百万円（前年同四半期は359百万円の経常利益）、四半期純損失

は334百万円（前年同四半期は127百万円の四半期純利益）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

「アスファルト応用加工製品事業」 

アスファルト応用加工製品事業につきましては、オリジナル製品および工法の設計・受注活動

を推進するとともに、原材料価格変動への対応を図りました。当第１四半期連結累計期間の売上

高は3,875百万円（前年同四半期比4.8％減）、セグメント利益は20百万円（前年同四半期比95.

7％減）であります。 

「道路舗装事業」 

道路舗装事業につきましては、発注物件への工法提案および受注活動に加え、原価管理の強化

を図りました。当第１四半期連結累計期間の売上高は4,776百万円（前年同四半期比29.3％減）、

セグメント損失は363百万円（前年同四半期は205百万円のセグメント利益）であります。 

「その他」 

その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は68百万円（前年同四半期比0.5％

増）、セグメント利益は50百万円（前年同四半期比4.7％増）となりました。 

 

(2)  財政状態に関する説明 

総資産は、前連結会計年度末に比べて9,731百万円減少し、52,507百万円となりました。これは、

受取手形及び売掛金が11,846百万円の減少、現金及び預金が883百万円、建設仮勘定が222百万円、

投資有価証券が291百万円増加したことなどによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べて9,243百万円減少し、14,028百万円となりました。これは、

買掛金が5,073百万円、未払金が851百万円、未払法人税等が2,403百万円、退職給付に係る負債が6

30百万円減少したことなどによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて488百万円減少し、38,478百万円となりました。これは、

利益剰余金が650百万円減少したことなどによるものです。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成26年５月

９日発表の数値を変更しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会

計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25

号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文

及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用

し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額

基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の見込支払日までの平均期間に応

じた単一割引率から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率へ変更いたしまし

た。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従

って、当第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更

に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が619百万円減少し、利益

剰余金が265百万円増加しております。なお当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及

び税金等調整前四半期純損失への影響は軽微であります。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

該当事項はありません。 
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